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業績予想の修正に関するお知らせ 
  

当社は、最近の業績の動向を踏まえ、平成 29 年８月８日に公表しました平成 30 年６月期の第２四

半期（累計）連結業績予想及び通期の連結業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせい

たします。 

 

記 
１．第２四半期（累計）連結業績予想値の修正（平成 29 年７月１日～平成 29 年 12 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 1,830 180 160 105 23 円 12 銭

今回修正予想（Ｂ） 1,744 134 114 72 15 円 90 銭

増 減 額（Ｂ－Ａ） △86 △46 △46 △33  

増 減 率 （％） △4.6 △25.5 △28.7 △31.4  

（ご参考）前期実績 
（平成 29年 6月期第 2四半期累計期間） 

1,934 230 201 123 28 円 62 銭

 

２．通期連結業績予想値の修正（平成 29 年７月１日～平成 30 年６月 30 日）   （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 3,600 340 300 200 44 円 04 銭

今回修正予想（Ｂ） 3,340 150 120 50 11 円 01 銭

増 減 額（Ｂ－Ａ） △260 △190 △180 △150  

増 減 率 （％） △7.2 △55.8 △60.0 △75.0  

（ご参考）前期実績 

（平成 29 年 6 月期） 
3,363 228 180 83 18 円 81 銭

 

３．業績修正の理由 

（１）第２四半期（累計）連結業績予想値の修正について 
当第２四半期累計期間における売上高につきましては、堅調な市場環境に加え、既存取引先及

び新規取引先からの処理需要に支えられ順調に推移する見通しでありましたが、施設に不具合が

発生し、１２月中旬から約３ヶ月におよぶ長期補修工事が必要となりました。これに伴い、第２

四半期中より受入制限を行いながら稼働する状況となった結果、建設系リサイクル事業の売上高

は計画を下回る見通しとなりました。 

利益につきましては、当社の事業構造上、売上原価における固定費の割合が高いため、売上高

の減少による影響で、当初計画を下回る見通しであります。 



 
（２）通期連結業績予想値の修正について 

施設の補修工事は、２月下旬に完了する予定であり、焼却廃棄物の大幅な受入制限は平成 30

年２月末まで継続する見込みであります。従来は破砕処理後に外部委託する廃棄物もありました

が、廃プラスチック類の海外輸出規制の影響等により、委託先も受入制限を強化しているととも

に処理料金も高騰しており、受入数量そのものを制限せざるを得ないため、売上高は当初計画値

を下回る見込みです。平成 30 年３月以降は標準的な稼働状況となる見通しでありますが、第３

四半期までの減収分を取り戻すことは困難な状況でありますので、通期につきましても当初計画

を下回る見通しであります。食品系リサイクル事業、白蟻解体工事、森林発電事業の売上高につ

きましては、概ね計画通り推移しております。 

利益につきましても、売上高の減少に伴い、当初計画を下回る見通しであります。 

 

以上により、第２四半期累計期間及び通期について、売上高、営業利益、経常利益並びに親会社

株主に帰属する当期（四半期）純利益が平成 29 年８月８日付で公表しました業績予想を下回る見

通しであります。 

 なお、配当につきましては、平成 29 年８月８日付で公表しました 1株当たり 12 円（中間配当６

円含む）となる見通しであります。 

 

※ 上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

以上 

 


